第１回RM出版プロジェクトチーム議事録

日時：2006/3/23（木）18：00～20：30

場所：中小企業会館　B1　談話室

参加者：佐々、笠原、河毛、山根

アジェンダ：ターゲット…従業員３０名から１００名の中小企業の社長

　　　　　　何を…リスクマネジメントのフォーカス等については、次回へ。

　　　　　　どのように…前半　事例を中心に不安に気づいてもらう。

　　　　　　　　　　　　後半　JISQ2001を骨として、実際に導入ステップを

次回アジェンダ：（１）リスクマネジメントの導入方法（How To）について、いかにやさ

　　　　　　　　　　　しく伝えるか

　　 　　　　　（２）本のタイトル案（下記4．を注意）

　 　　　　　　（３）今後のスケジュール

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

議事内容：

1. マーケット調査報告

調査書店：八重洲ブックセンター、大阪の旭書店と紀伊国屋、横浜駅前の有隣堂

感想：

· リスクマネジメントの棚は、少ないし、来客者もサラリーマン風である。目的買いであり、専門書を求めている。当プロジェクトには適さない。

· 経営の棚は、スーツ姿の目的買いもしくは、常連による。ただし、家族経営の社長が探しに来るとは考えがたい。そのため３０名未満をあえて対象からはずした。この層を対象とすると、それこそ文字が大きく内容のレベルを下げることになる。

· 「痛快！憲法学」を例に取り、難しい内容をいかにレベルを下げずにやさしく書くかを協議する。やさしく書くことは、レベルを下げることではない。レベルを下げないということは、必要なステップを省略はしないが、メリハリをつけて重要なところを噛み砕くということ。表面的には氷山の一角ではあるが、水面下にそれを支える知識・理論があることを見えるようにしたい。

2. JISQ2001の感想

· ほとんどリスクマネジメントの流れを示しているだけで、内容に踏み込んでいない。

· 一定の網羅性を満たしており、参照資料として説得力はある。

· 全体像は最終的に本の最後に載せるとしても、導入ハウツーはもっと手をつけやすいようにしたい。

· メリットリターンのあるリスクは対象外という定義は尊重しよう。

· 時間的に事前的と事後的に分けられる。事後的は緊急活動と復旧活動に分かれる。

· 対象の網羅性をどうやって充足するのか？認証等は守るべき資産が個人情報や重要機密など明確であるため進めやすいが、リスクマネジメントは広範である。

· プランの作成にフォーカスして、その後でＰＤＣＡサイクルの全体像を示すか？それとも、規定の順番を変えずに説明量のメリハリをつけるか？→次回持ち越し

3. 本の構成を考えるにあたり

（１）中小企業がリスクマネジメントを取り組む動機として考えられるもの

· 対外的説明

· 外圧

· 内部統制におけるリスクマネジメント

· 自衛的差別化

· 後継者育成、事業をきれいにして引き渡すため

（２）本当の目的はリスクマネジメントではない

· 経営上の問題解決。

· 会社をつぶさない。

· 二次災害を食い止める。

· 失敗しないため

· お悩み解決、不安解消。

（３）前半では事例を中心につかみを取る

· 社長に今まで気づいていなかった身近な不安を気づかせる。

· 事例を元に「あんしんＬｉｆｅ」のように、目を引くキャッチコピーで、必要性を訴える。

· 中小企業の社長は、大企業の例より、同規模の事例に興味を示すだろう。

· リスクマネジメントの有効性を気づかせる。

（４）後半は「じゃあどうやるの？」というニーズに応える

· リスクマネジメント導入のハウツーをオブラートに包んで、前半の事例とも関連付けて、できれば、読んだだけで最低限は手をつけられるようにしたい。

· それでも手に余る読者が相談できる窓口を研究会にできるよう本の最後に仕掛けたい。

4. タイトルを考えるにあたり

· 本屋に並ぶ書籍は背表紙が命である。したがって、タイトルは慎重に考えたい。想定するターゲットが本屋で手にするような訴求力がある魅力的タイトルが必須である。

· 安易な思いつきではなく、コピーライティングの本などを参照にしながら、考えるべきだ。

· あくまでもリスクマネジメント棚に置かれないように、タイトルにはリスクマネジメントは入れない。

以上

